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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

23 ルツ記 ４ エペソ ３ 主 オバデヤ :１２～１５
24 Ⅰサムエル １ ４ の マラキ ４:１ ～６
25 ２ ５ 日 マルコ１３:２４～２７
26 ３ ６ に Ⅱﾃｻﾛﾆｹ ２:１ ～１２
27 ４ ピリピ １ 向 ヤコブ ５:７ ～１１
28 ５ ２ か Ⅱﾍﾟﾃﾛ ３:８ ～１３
29 ６ ３ っ 黙示録 ２２:１６～２０
30 ７ ４ て Ⅰﾃｻﾛﾆｹ ５:１ ～１１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日 (２３日 渡 輝彦 さん2019年）

① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ ホーフリッチ尚子姉の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ 広畑教会（楢木進一師）のお働きの上に神様の祝福を。

１ 本日は感謝祭で、教会創立感謝礼拝に池内知子姉(姫路教
会信徒)が賛美と証をし、池内伸壽兄が伴奏をしてくださ
り感謝します。地区協力伝道としてお迎えしております。

２ オルガンコンサート 30日(日) 中村祐子姉(西宮門戸教会
信徒、オルガニスト）が奏楽をし、演奏もして頂きます。

３ 先週の礼拝に仲森文穏牧師が幸いなメッセージを取り次
いで戴き感謝でした。尚、宮本幸男先生ご夫妻(香櫨園教
会)がご出席下さり、交わりに加わって戴き幸いでした。

４ 11月も下旬になり寒さが増してきました。今年はインフ
ルエンザが流行しています。マスクを着用して礼拝に出席
しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の
方々、特に、高島美穂姉のためお祈り下さい。

５ 新会堂建築のため 先週、礼拝献金1,000円献げられ感謝！

牧会短針 本日は感謝祭です。また教会の暦では一年の締
め括りの主日で、来週から主の御降誕を待ち望む新しい歩み
に入ります。尚、本日は、私たちの教会にとって、伝道開始
39年の記念日にも当たり、創立記念感謝の礼拝を守ることが
出来感謝します。今日までの主の豊かな導きと多くの方々の
お祈りとご支援に感謝しましょう。更に、真心から開拓伝道
援助資金のためと長年牧会伝道に携わられた方々のことを覚
え、謝恩献金をささげましょう。

今週の牧師の予定 27日 朝祷会
28日 NPO法人兵庫共励会理事会

◎先週の報告 礼拝11名、交わりの時9名、子ども教会1+4名
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◎今週の御言葉「罪人を救うために来られたキリスト」(サ
ムエル記第一16章1～13節、テモテへの手紙第一1章12～17節）

「エッサイは人をやって、彼を連れて来させた。その子は
血色の良い顔で、目が美しく、姿もりっぱだった。主は仰せ
られた。『さあ、この者に油を注げ。この者がそれだ。』」(16
:12) 「『キリスト・イエスは、罪人を救うためにこの世に来
られた。』ということばは、まことであり、そのまま受け入
れるに値するものです。私はその罪人のかしらです。」(1:15)

◎サムエル記第一16章は、イスラエルの初代の王サウルが
失脚したため、神様はサムエルにベツレヘムに行き、次の王
になるべき人に油を注ぐように命じられたのです。その際、
エッサイの長男から紹介されたのですが、「人はうわべを見
るが、主は心を見る」と語られ、羊の番をしているエッサイ
の末子ダビデが連れてこられ、「さあ、この者に油をそそげ。
この者がそれだ」とのみ声を聞き、油を注いだのです。

◎テモテはルステラで生まれ、ギリシヤ人を父とし、祖母
ロイス、母ユニケはユダヤ人で、熱心な信者でした(使徒16:
1,Ⅱテモテ1:5）。テモテは、パウロの第１回伝道旅行の際に
信仰に入り、第２回伝道旅行の際にルステラで割礼を受け、
パウロの同労者とされました(使徒16:1-3)。テモテは、パウ
ロから「信仰による真実のわが子」と呼ばれ、病弱な(5:23)
テモテのために「あわれみ」を祈っています(①1:2,②1:2)。

◎パウロは自分のことを「罪人のかしら」と告白しており
ます(1:15)。確かにパウロは、サウロと呼ばれた時代にダマ
スコ途上にて復活の主に出会うまでは、「神をけがす者、迫
害する者、暴力をふるう者でした」(13)。しかし、「キリス
ト・イエスは、罪人を救うためにこの世に来られた」故に、
神様の「あわれみ」を受け(15)、罪許され、強められ、福音
を証しし、伝える務めに任じられ、忠実な者と認めれらたの
です(12)。そして「イエス・キリストが、今後彼を信じて永
遠のいのちを得ようとしている人々の見本にしようと」して
くださったのです(16)。神様は「迫害者サウロ」を「福音の
使者パウロ」として生まれ変わらせ、用いて下さった御方で
す。神様は「どのような人も救われるのだ」との見本として
パウロを選ばれたのです。私たちも同じ神様の恵みに与って
いることを感謝しましょう。主イエス・キリスト様の十字架
の恵みはすべての人にも提供されているのです。証をしよう。


